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バドミントン選手の運動能力に関する研究
そのI 平衡機能の検討一
A Study of Motor Skills of Badminton Players 
- Part I Function of Keeping Balance一
北村優明
Masaak1 Kitamura 
lま じ め
従来Badminton playe rの運動能力についての系統立った研究は，日本バドミ ントン
協会依頼での研究発表 〔本学研究紀要，第 7号.1974）や 1) 2）の研究以外ほとんど見ら
れなかった。 しかしながら以後も全国的な規模での測定や調査は行なわれる ことなく 継続
的な資料の収集，分析が跡絶えようとしている。その様な現状下，アジア地域のバ ドミン
トン競技国が集まり 科学的分野からの指導法の検討，確立への要望が近年とみに高まり近
々現実の方向に進んでいる現在再度の日本ノ〈ド ミントン協会の依頼とも相侯って， 改めて
以前からのDat aや新らたに収集又提出されたDat aを基に，日本の国際的な Leve lの
pl aye rと他のLeve lのplaye rとの運動能力を長期に渡って多方面からの比較検討を行
い， 新らたな Badmintonplaye rの指導育成の一助となることを念願し，以後数固に渡つ
ての執筆予定である。今回はその一考として平衡機能に着目 し， 第 7回UBER・ CUPの
代表選手と本学部員との比較検討を試みた。
尚本研究測定には，室蘭工業大学助教授小成英寿氏，北海道大学助教授安藤義宣氏，苫
小牧工業専門学校助教授片山普次氏，同助教授渡辺勲氏の4氏K多大なる御協力と研究助
言を賜った乙 とに感謝し御報告しておきたし、。
日 本研究の目的及び意義
Badminton playe rの基礎能力及び適性として，体位，筋力，運動神経支配（ 反応速
度 ），瞬発性，呼吸循環機能 （最大酸素摂取能 ）， 巧綴性，全身持久性，スピード持久性，
敏しょう性，パワー （腕 ・脚 ），柔軟性，平衡能力等があげられるであろう，又他lζ心理
的作用も大と恩われるほか， Badmintonplayerの能力と して必要不可欠でしかも練習，
トレーニングによ って把握し強化する ζ とが困難とされている能力として， Badminton
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S enc eが以前より指摘されてきている。しかし BadmintonSenc eと言 ってもそ乙には
種々の factorが介在し一口には言い表わせれないが，激しい競技の申で Ba lane eを保
つての軽快な競技を行なう機能として，平衡機能が大きな役割を果しているものと推察さ
れ， Badminton playe rのSenc e解明の糸口としても，平衡機能が挙げられる理由を
見出したのでここに着目し ζれを測定して比較検討を試みた。
しかしながら野口義之氏は著書 「運動能力の測定 」の中で 「平衡機能は体育運動の申で
最も重要な因子の lつである」と述べながらも，Mc 1 o y, Br ace, 0 sere t z kyとSmi th 
の対照的意見を例に挙げ 「平衡機能を純粋に抽出して測定する ζ とは困難である。 」とし
多くは筋力，眼振などの結合による測定法の不完全さを指摘していることは注目K値する。
われわれも 思考錯誤を繰り 返しながら後述の測定手！｜買により，目的により 有効と考え られ
る平衡機能の測定につとめた。
一般に検査万法は， Stick Test. Bas sのDynamic Barance Test, Springtield 
Balance Beam Test, Balan play Test, Goniometer によ る測定， Seashore 
S ensorynhythm Tes t等が他に行伝われているが，今回前述のスタ ッフの協力を得，
平衡機能計 （Static Sensogroph/1 Go 2）を使用して身体動揺度を計測した。乙の
計測値を身長，体重によって生ずる個人の誤差を補正した。又Ocillograph及びX・
Y, Recordor k記録されるDat aをData, Analyzer により デジタ Jレに表示化する乙と
により， Topplaye rと本学部員との平衡機能における差異を具体的に比較検討を加え，
バド ミントン技術の巧拙に平衡機能が如何に影響するかを考察してみたので第一報として
報する。
E 調査方法
対象はUBER.CUP国際女子ノてドミントン強化選手11名cu群 ），対象群と して本学バ
ドミントン部員11名 CT群 ）の22名，測定調査は 1974年5月に実施したものである。
測定に使用した機器は平衡機能計 （StaticSensograph/1 Go 2，三栄測器製で，
O c i llograph 及びX•Y, Recordor k記録される方法をとった。重心移動量はData 
Analyzer により 1Go 2方向出力 CX, y）を微分し自乗後加算し平方根を求め，乙の
信号をV- f変換し pulse数をだし，次lと較正装置により 数量化したものである。
( 1 pu 1 sは 11.0Skgcm〕。
IV 測定項目及び手順
1. 開眼 右片足立ち 30秒間 (Fig2) 
2. 開眼 左片足立ち 30秒間 (Fig3) 
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3. 閉眼右片足立ち 30秒間（ Fig4 ) 
4. 閉眼 左片足立ち 30秒間（ Fig5)
5. 右方向へ ジャンプ，スピン（ Fig6)
6. 左万向へ ジャンプ，ス ピン（ Fig 7) 
（尚5, 6は 1秒 1回の速度で10屈 その後30秒間開眼両足立で測定。 ）
7. 基随フッ ト ワーク ，10セッ ト後開眼，両足立ち 30秒間（ Fig 8 ) 
（尚，基礎フッ ト・ ワークとは下図に示す4方向へのフット・ワークを 1セッ トと
する。 ）
8. 背筋力 ＜基礎フット・ ワー ク＞
9. 脚筋力
（尚Fi g 9は各郡河li.1 , i五2の閉眼
片足左・右立ち無制限を抽出し，表示
した。 ） 
Position 
Badminton caurt 
※但しX, y方向記録は台上に昇ってから立位姿勢を保持するまでに被検者聞に身体
動揺の個人差が記録されることと，時間経過に伴う姿勢制御の失調を考慮して、記録の
初めの 2秒をカッ トし以後20秒間について検討した。
X, y記録測定 レンヂシッチ 1V/cm X Yンュダー O1 V /cm オシ ロ紙送り速度 5
棚／sec
V 結果と考察
1) U群と T群とを比較するため，各検査項目聞のT-Testを試みた。結果は全項目に
有意にU群が優れていた。P< 0.0 1※※※ 
2）重心移動量はFig 1 0 , F i g1 1，が示す如く U群で開眼＜フッ ト・ワ ーク＜開眼＜ス
ピン， T群では開眼＜フット・ ワ クー＜スピン＜閉眼の順であった。
3）開眼及び閉眼片足立ちの重心移動量は， 両群とも左足より右足の方が少なかった。
4）概括的lζ各検査項目と もT群の重心移動量はU群のより600ち～100 0ち多いといえる。
5）一般的R:.Fig2～ 9で見られる如く， U群の方が早期lζ動揺が安定し以後振幅が少
なく 常に微調整しながら平衡を保っている傾向が見 られる。一万 T群では振幅が比較的大
きく 記録時間の後半まで継続してみられた。
6）両群の各検査項目聞にいかなる特徴がみられるかを検索する為に，ケンダール相関
を試みた。 ＜Fig12,13）。表lζ示す如く U群では 9箇所間，T群では17箇所聞の有意な
相関がみられた。
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今回の測定により，熟練者は未熟練者lζ比し全検査目で有意に優れていることが判明し
た。乙れは図，表iと見られるように熟練者は視覚の遮断，動的負荷において立ち直りが早
く，しかも動揺度も少であるのに反し未熟練者では微調整ができず動揺振幅が大で早い立
ち直りが困難であることにより示されている。次lζ開眼及び閉眼片足立ちの重心移動量が
右足の方が両群とも左足の万より少なかったというこ とは，まず被検者全員が右効き であっ
た乙とと，常lと効き腕と同僚の右足で court position時文，他の動作時での Balance
をより強く保持しているとうかがえる。この結果は player における基本的構え，フット ・
ワーク時の理想的歩数，各ストロ ーク後の重心移行の工夫等，広範囲に渡る疑問点、の解明
に有効と思われる。
又相関表lと見られる如く熟練者では，視覚が遮断された場合にも筋，臆器官の反射，前
庭，小脳等のいわゆる深部感覚や平衡器官の調整が優れているものと推察される。 一方未
熟練者では視覚が遮断される乙とにより動揺度が最大になることは，深部感覚や平衡器官
の未発達によるものと考えられる。更に未熟練者で開閉眼片足立ち と筋力に有意の相関が
見られることは筋力大，動揺度大を示し，乙れらの者は安定した姿勢を保持する為lζ視覚
と筋力に負う所が大きく，微調整に関係する深部感覚，前庭等の平衡調整機能の劣ってい
ることによるものと推論される。
同 ま と め
Badminton・playe rは他のスポーツ選手と同様K，競技中激しい動揺刺激によ る平衡
破綻の状態K~ らされるが，常に Balane e を失なわず次の動作lとスムースに移行できる
ように運動反射をトレーニングの積み重ねにより習得している。熟棟者ほど乙の立直りが
その競技特有の運動姿勢と調和して反射的に行なわれ，安定した姿勢を保っているのが測
定結果に表われている。
平衡能力は生得資質もあろうが， トレーニングを積み重ねることによ り強化される乙と
も今回の研究で推察することができるので，今後平衡機能を発達させる為に筋感覚や平衡
器官を刺激し鋭敏に反応．調整させるトレーニングを与える必要があると考えられる。
この療なことから今後 トレーニ ング処法の新たな確立と強化， それに伴なう playe rの
機能性上の変化の把握，段階的な指導法，更にその後の総合的な playe rとして完成に至
るまでの在 り万等の各分野での検討課題が残3れていると言えよう。
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Fig 10 ユーパー杯強化選手平衡能 力測定成績 _, 
Cコ
u 
開眼右 開眼左 開 §N
脚力開限右 kg 開眼左 閉限右 閉眼左 20Sec 20Sec 両 足 背筋
氏 名 No. 右廻 り 左廻り 20Sec （右＋左）
20Sec 四n 20Sec 20Sec 20Sec ジ、ャンプ ジ．ヤンプ フyト kg kg 
スピン スピン ワ クー
H . y 1 10 111 12 133.2 25 277.5 29 321. 9 26 288.6 30 33.0 15 166.5 110 129 
E ・ T 2 13 144.3 15 166.5 29 321. 9 30 333.0 29 321. 9 39 432.9 17 188. 7 140 118 
M ・ A 3 13 144. 3 17 188. 7 31 344.1 30 333.0 20 222.0 29 321. 9 26 288.6 108 102 
M . I 4 23 255.3 20 222.0 36 399.6 38 421. 8 31 344.1 50 555.0 18 199.8 119 llil. 
M ・ S 5 18 199.8 17 188. 7 30 333.0 32 355.2 36 399.6 50 555)0 26 288.6 114 118 
s . 6 21 233.1 21 233. 1 49 543.9 34 377.4 32 355.2 33 366.3 30 333.0 110 121 
K ・ N 7 30 333.0 26 288.6 31 344.1 37 410. 7 33 366.3 32 355.2 31 344. 1 111 93 
M ・ A 8 14 155.4 24 266.4 33 366.3 45 499.5 22 244.2 45 499.5 16 177.6 103 98 
M ・ N 9 22 244.2 36 399.6 32 355.2 39 432.9 24 266.4 34 377.4 13 144.3 120 160 
y . A 10 17 188. 7 24 266.4 27 299. 7 29 321. 9 26 288.6 32 355.2 26 288.6 111 143 
N ・ F 11 16 177. 6 14 155.4 37 410. 7 30 333.0 23 255.3 37 410. 7 33 366.3 116 152 
MEAN 17.909 20,545 32, 727 33,909 27,455 37,455 22,818 114. 727 122.182 
MAXIMUM 30.0 36.0 49.0 49.0 36.0 36.0 33.0 140.0 160.0 
MINIMUM 10.0 12.0 25.0 25.0 20.0 20.0 13.0 103. 0 93.0 
???
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Fig 11 短期大学バドミントン選手平衡能力測定成績（HG.C.S ) 
間限右 問販左
開眼右 開眼左 閉限右 閉眼左 20Sec 20Sec 
氏 名 No. 右廻り 左廻り
20Se c 20Sec 20Sec 20Sec ジャンフ。 ジャンブ。
スヒ．ン スピン
M ・ K 49 543. 9 43 477.3 51 566. 1 50 555.0 32 355.2 30 
M ・ A 2 42 466.2 42 466.2 57 632. 7 74 821. 4 28 310.8 64 
A ・ S 3 28 -310.8 49 543.9 72 799.2 65 721. 5 26 288.6 30 
T IJ . 0 4 58 643.8 33 366.3 46 510.6 46 510.6 79 876.9 82 
K ・ K 5 39 432.9 32 355.2 56 621. 6 61 677.1 52 577.2 65 
2‘ ． 群
M ・ T 6 32 355.2 33 366.8 68 754. 8 66 732.6 33 366.3 37 
S ・ K 7 36 399.6 48 532.4 46 510.6 50 555.0 36 399.6 30 
y . M 8 34 377.4 34 377.8 47 521. 7 63 699.3 45 499.5 47 
u . y 9 21 233. 1 28 310.8 56 621. 6 52 577.2 44 488.4 60 
T ・ S 10 22 244.2 48 532.8 62 688.2 76 843.6 68 754.8 64 
K ・ K 11 46 510. 6 34 377.4 57 632. 7 68 754.8 49 543.9 65 
MEAN 37.000 38.545 56.182 61. 000 44. 727 52.182 
MAXIMUM 58.0 49.0 72. 0 76.0 79.0 82.0 
MINIMUM 21. 0 28.0 46.0 46.0 26.0 30.0 
問販
両足
20Sec 
フy ト
ワーク
333.0 53 588.3 
710.4 54 599.4 
333.0 32 355.2 
910. 2 51 566. 1 
721. 5 78 865.8 
410. 7 33 366.3 
333.0 55 610. 5 
521. 7 43 477.3 
666.0 33 366.3 
710.4 47 521. 7 
721. 5 66 732.6 
49.545 
78.0 
32.0 
背 筋
kg 
82 
92 
85 
89 
85 
92 
72 
83 
97 
114 
83 
88.545 
114. 0 
72.0 
脚力
（右十左）
kg 
105 
105 
llO 
90 
93 
94 
74 
94 
111 
122 
93 
99.182 
122.0 
74. 0 
‘占
ト占
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Fig 1 2 ユーパー杯強化選手 CKENDALL CORRELATION COEFFICIENTS) 
＼ 開右 開 左 閉 右 閉 左 s 右 s 左 F両脚 脚筋力 背筋白カ1 2 3 4 5 6 7 8 9 
1 ，ヘ開右 ※※ ※ ※※ ※※ 
2 0.5234 ＼ 開左 0.013 ※※※ 
3 0.3519 0 .1869 卜＼閉右 0.066 0 .212 ※※ ＋ 
4 0 .4764 0.5578 0 .4954 ＼ 閉左 0.021 0.008 0.017 ※ 
5 0.4259 0.0748 -0.0185 0.0191 卜＼S 右 0.034 0.374 0 .468 0 .467 
6 0 .1869 0.0189 0.2617 0.3655 0 .1869 ＼ S 左 0.212 0 .468 0 .131 0.059 0.212 ※ 
7 0.2453 -0.0190 0.2831 -0 .1165 0.2453 -0.0381 へF両脚 0 .147 0 .467 0 .113 0.309 0 .147 0 .435 8 0 .1869 -0.0189 -0 .0374 0.0577 0.2243 0.3774 -0 .0762 ＼＼ 脚筋力 0.212 0.468 0 .436 0 .402 0.168 0.053 0.372 ※ 
9 -0 .0926 -0.1495 -0.0556 -0.2668 -0.2037 -0.0748 -0.0944 0.3365 ＼ 背筋力 0.346 0.261 0 .406 0 .127 0 .192 0.374 0.343 0.075 
Fig 13 短期大学バド ミン トン選手 CHG.C.S ) 
(KENDALL CORRELATION COEFFICIENTS) 
｜＼ 開右 開 左 閉 右 閉 左 s 右 s 左 F両脚 脚筋力 背筋力1 2 3 4 5 6 7 8 9 
1 ＼ 開 右 ※ ※※ ※ ※※ 
2 -0 .0374 ＼ 関左 0.436 ※ ※※ 
3 -0 .3366 0.1731 卜＼閉右 0.075 0.2229 ※※※ ※ ※ ※※ 
4 -0.2936 0.2453 0.5850 ＼ ＼ 閉 左 0 .104 0 .1447 0.006 ※ ※ 
5 0 .1273 -0.2992 -0.2618 -0.1167 卜＼S 右 0.293 0 .100 0.131 0 .438 ※※※ ※ 
6 0.2670 -0 .4118 -0 .0981 0.0555 0.6102 ト＼S 左 0 .126 0.039 0.337 0 .311 0.004 ※ 
7 0 .4037 -0.0566 -0.3208 -0.3556 0.2936 0.3657 卜＼F両脚 0.042 0.404 0 .085 0 .406 0 .104 0.059 ※※ 
8 -0.3740 -0.2692 0.3685 0.3586 0 .1870 0.2942 -0.2871 卜＼脚筋力 0.055 0 .125 0.059 0.062 0.212 0 .104 0 .1113 ※ ※ 
9 -0 .4862 0 .2115 0 .4808 0.3586 -0.2992 -0.1961 -0.3963 0 .4808 卜＼背筋力 0.099 0 .183 0.020 0.062 0.100 0.201 0.045 0.020 
